
平成 29年 11月 29日_共生ビジョン審議会 

報告（１）審議会委員からの意見等に対する回答について 

 

事 業 名 意見の内容 意見への回答 

介護認定審査会事業 ・ 介護認定審査会の審査件数の増減はどうなっ

ているのか。 

・ 介護認定審査会の開催回数及び１回当たりの審査件数につ

いては特に変わりはない。（H27⇒167 回、H28⇒166 回、   

1回当たり 29件～30件程度） 

・ 年間の審査件数は、増加傾向にある。（H27⇒4,674 件、   

H28⇒4,833件） 

図書館事業 ・ 図書館や体育館の利用者の固定化が進んでい

ると考える。利用者の母数は減る一方なので、

新規に利用する人が増えるようなシステムを

考えるべき。 

・ 図書館としても利用者の固定化、高齢化については感じて

いるところである。現在「村上市子ども読書活動推進計画」

を基に、子どもを中心とした読書活動が、家庭や学校で活

発化するよう“うちどく”を推奨している。 

・ 子どもの読書は、家庭環境が最も重要であることから、  

大人が子どもと一緒に図書館に来館し、ともに読書を楽し

めるような仕掛け作りを考えたい。 

公共交通ネットワーク事業 ・ 乗り合いタクシーの利用者が減っているよう

だが、減少した理由をどう考えているか。 

・ 頻回に利用する方が亡くなったり、施設に入所したりした

ことで減少したと考えている。 

・ チラシ等を作成し利用促進を図る。 

職員研修事業 ・ 職員の企画力が落ちているように感じる。こ

の点を主眼に入れた研修が必要と考える。 

・ 意見を取り入れ企画力向上の研修を検討する。 

 

資料１ 


